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学
生
を
能
動
的
な
学
習
者
に

　
　
　
　
　
　
成
長
さ
せ
る
た
め
に

「大学教員準備講座2017」
間もなく開講

します！

　大学教員になるために必要な知識と技能の獲得をめざし、多面的に大学教員の

職務を検討していく4日間集中プログラムです。受講生の今後のキャリア設計・開

発に資するよう、グループワーク等を適宜織り込んで実践的に進めていきます。

　関心のある大学院生・ポスドク等のみなさまの参加をお待ちしています。

[日　時] 　2017年8月1日(火)～8月4日(金) 各日9:00～16:45 
[場　所] 　東山キャンパス文系総合館5階　アクティブラーニングスタジオ
[講　師] 　夏目達也・中島英博・丸山和昭・齋藤芳子
[教　材]　『大学教員準備講座』(玉川大学出版部、2010)
[対　象] 　本学所属の大学院学生・ポスドク・非常勤講師等

[受講の方法] 

①単位を修得したい場合→所属する研究科にて履修登録を行う
②単位不要の場合→高等教育研究センターに電子メールで申し込む

単位修得の要不要に関わらず、すべての課題に合格すると認定証が授与さ
れます。

高等教育研究センター
(E-mail:info@cshe.nagoya-u.ac.jp,内線5696)まで

[修了認定] 

[お問い合わせ]

進
む
大
学
入
試
改
革

　
現
在
、
大
学
入
試
改
革
を
め
ぐ
る

動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、

2
0
1
9
年
度
（
2
0
2
0
年
1

月
）
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
、

2
0
2
0
年
度
か
ら
は
「
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
（
仮
称
）
」
が
開
始
さ

れ
る
予
定
で
す
。
大
き
く
変
わ
る
の

は
、
国
語
と
数
学
に
記
述
式
問
題
を

導
入
す
る
こ
と
と
、
英
語
で
読
む
・

聴
く
・
話
す
・
書
く
の
4
技
能
を
評

価
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
と
並
行
し

て
、
高
校
以
下
の
学
習
指
導
要
領
に

つ
い
て
も
改
訂
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
2
0
2
4
年
度
か
ら
は
新
学
習

指
導
要
領
で
学
ん
だ
生
徒
が
受
験
し

ま
す
。

　
こ
の
入
試
改
革
で
問
わ
れ
て
い
る

こ
と
の
一
つ
は
、
受
験
生
の
「
学
力

の
3
要
素
」
を
「
多
面
的
・
総
合
的

に
」
評
価
す
る
入
試
へ
と
転
換
す
る

こ
と
で
す
。
3
要
素
と
は
、
①
知

識
・
技
能
、
②
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
、
③
主
体
性
を
持
っ
て
多
様

な
人
々
と
共
同
し
て
学
ぶ
態
度
を
さ

し
ま
す
。

学
力
の
3
要
素
が
強
調
さ
れ
る

　
学
力
の
3
要
素
を
形
成
し
向
上
さ

せ
る
こ
と
は
、
高
校
以
下
だ
け
で
な

く
大
学
で
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
や
知
識
基
盤
社
会
の
高

度
化
に
伴
い
、
高
度
で
か
つ
幅
広
い

能
力
を
備
え
た
社
会
人
の
養
成
が
社

会
的
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
3
要
素
の
う
ち
、
特

定
の
専
攻
領
域
や
関
連
領
域
に
関
す

る
知
識
・
ス
キ
ル
が
コ
ア
に
な
る
こ

と
は
当
然
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で

は
不
十
分
で
す
。
各
専
門
間
の
相
互

関
連
性
を
把
握
し
た
り
、
自
分
で
そ

れ
ら
を
実
際
生
活
の
多
様
な
場
面
で

応
用
・
活
用
し
て
、
日
々
直
面
す
る

大
小
の
諸
課
題
に
取
り
組
ん
だ
り
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か

も
、
自
分
一
人
で
取
り
組
む
の
で
は

な
く
、
他
者
と
協
力
し
な
が
ら
課
題

を
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

高
校
生
の
学
習
行
動
は
消
極
的
？

　
学
力
の
3
要
素
を
確
実
に
習
得
す

る
た
め
に
は
、
多
様
な
学
習
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
し
か
し
、
大
学
入
学
前
の
高

校
生
の
学
習
姿
勢
に
不
安
を
抱
か
せ

る
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。
日
、

米
、
中
、
韓
4
カ
国
の
高
校
生
を
対

象
と
す
る
「
勉
強
と
生
活
に
関
す
る

意
識
調
査
」
（
2
0
1
7
年
3
月
公

表
、
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
）

に
よ
る
と
、
「
で
き
る
だ
け
自
分
で

考
え
よ
う
と
す
る
」
と
の
回
答
は
中

６４.
9
％
、
日
３３.
3
％
で
す
。
高
校

に
お
い
て
「
グ
ル
ー
プ
で
課
題
を
決

め
、
考
え
た
り
調
べ
た
り
す
る
授

業
」
が
半
分
以
上
あ
る
と
の
回
答
は

中
５７.
1
％
、
日
１１.
9
％
で
す
。
自

身
で
思
考
力
を
養
っ
た
り
集
団
で
学

習
を
行
っ
た
り
す
る
習
慣
が
十
分
に

形
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
見
て
取

れ
ま
す
。

　
受
験
偏
差
値
の
高
い
高
校
で
あ
れ

ば
、
学
習
に
対
す
る
生
徒
た
ち
の
姿

勢
は
一
般
的
に
前
向
き
で
あ
り
、
集

団
で
の
学
習
で
も
リ
ー
ダ
ー
的
役
割

を
果
た
し
た
経
験
も
多
い
は
ず
で

す
。
一
方
、
そ
の
よ
う
な
高
校
で

は
、
進
学
実
績
を
重
視
す
る
観
点
か

ら
、
教
員
が
従
来
型
の
授
業
方
法
か

ら
な
か
な
か
脱
却
で
き
て
い
な
い
実

態
も
あ
り
ま
す
。
テ
ス
ト
で
好
成
績

を
取
得
さ
せ
進
学
実
績
を
あ
げ
る
た

め
に
は
、「
効
率
的
な
」
学
習
方
法
、

つ
ま
り
知
識
を
一
方
的
に
伝
達
し
蓄

積
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
か
ら

で
す
。
結
果
的
に
、
受
け
身
的
な
学

習
姿
勢
か
ら
脱
却
で
き
な
い
生
徒
が

大
学
に
入
学
し
て
く
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教
育
や
学
習
の

あ
り
方
の
転
換
が
、
現
在
進
行
中
の

大
学
入
試
改
革
の
目
的
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。

能
動
的
な
学
習
行
動
の
形
成
に
向
け
て

　
学
生
の
学
習
行
動
を
受
動
的
な
も

の
か
ら
能
動
的
な
も
の
に
い
か
に
転

化
さ
せ
る
か
が
、
大
学
教
育
に
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
彼

ら
が
習
得
し
て
き
た
学
習
行
動
の
見

直
し
を
促
す
こ
と
が
ま
ず
必
要
に
な

り
ま
す
。

　
1
年
生
向
け
に
は
、
少
人
数
指
導

セ
ミ
ナ
ー
を
は
じ
め
各
種
の
初
年
次

教
育
科
目
が
配
置
さ
れ
る
た
め
、
能

動
的
な
学
習
行
動
の
形
成
を
促
す
機

会
は
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
高

大
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
い
こ
と
、

そ
れ
を
埋
め
る
た
め
学
生
へ
の
丁
寧

な
指
導
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
認
識

が
共
有
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
問

題
は
2
年
次
以
降
で
す
。
初
年
次
の

教
育
や
指
導
が
充
実
す
る
分
、
2
年

次
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
ま
す
。
学

部
に
よ
っ
て
は
専
門
科
目
が
増
え
水

準
も
一
気
に
高
度
化
し
ま
す
。
能
動

的
な
学
習
行
動
を
行
う
だ
け
の
時
間

的
・
精
神
的
な
余
裕
が
な
く
、
結
果

的
に
受
動
的
な
学
習
行
動
に
逆
戻
り

す
る
学
生
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
こ
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
、
能
動
的
な
学
習
行
動
形
成
の

第
一
歩
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
入
学
者
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

上
級
生
に
拡
大
し
て
実
施
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
理
系
学
部
を
中
心
に

大
学
院
進
学
者
が
多
い
現
状
を
考
慮

す
れ
ば
、
将
来
的
に
大
学
院
レ
ベ
ル

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
も
必
要
に
な

り
ま
す
。
名
古
屋
大
学
で
は
い
く
つ

か
の
学
部
が
、
学
生
の
学
習
行
動
を

独
自
に
把
握
・
分
析
し
て
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

経
験
に
学
ぶ
こ
と
も
役
立
つ
は
ず
で

す
（
そ
の
内
容
は
、
高
等
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
『
名
古
屋
高
等
教
育
研

究
第
１７
号
』
（
W
e
b
ペ
ー
ジ
で

公
開
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
）
。

（
夏
目
達
也
）
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読んでおきたい
この1冊
Great Books on University

天野郁夫 著
中央公論新書　2017年

　名古屋大学を含む「旧帝国大学」のカテゴリー
は、第二次世界大戦終戦から70年余りを過ぎた今
日でも、日本社会において強い存在感を残していま
す。本書は、これら帝国大学の誕生から、戦後にお
ける再出発までの70年間を描いたものです。
　本書では、各地域の事情に応じて帝国大学が設
立・拡充される様子、帝大生の学生生活や就職先、
教授たちの研究と組織の体制、太平洋戦争へ向か

う中での変容などが、豊富なデータと文献に基づい
て活写されています。たとえば、名古屋帝国大学の
設立時における地域とのつながりの強さが、他の帝
国大学との対比によって改めて印象に残ります。ま
た本書の総括では、いかに帝国大学の仕組みが戦
後の「旧帝国大学」の研究基盤へと受け継がれた
のかが、財政措置における特例等より明らかにされ
ています。

　本書は、大学史研究の泰斗である著者が、『学士
會会報』に「七帝大物語」として連載した内容に、
加筆修正を加えたものです。著者は近年、『大学の
誕生』、『高等教育の時代』、『新制大学の誕生』と
いった一連の著作を通じ、近現代日本の高等教育
の詳細な通史をまとめています。本書もまた、個別
の帝国大学の歴史に止まらず、高等教育の全体構
造のなかで、今日に連なる近代大学システムの萌芽
を描き出すものです。帝国大学の成り立ちを基軸と
して、日本の大学史の要諦を、コンパクトな新書サ
イズにまとめています。名古屋帝国大学を引き継ぐ
名古屋大学の幅広い教員、職員、学生の皆さんに、
気軽に手に取っていただきたい１冊です。

（丸山和昭）

STEM教育
す て む

　この数年、STEM教育に注目が集まっています。STEMとは

科学・技術・工学・数学の英語の頭文字を合わせたものです

が、STEM教育は単に専門分野の教育を指すのではなく、教科

を統合して教えたり、科学や数学の中で技術・工学の要素を強

調したりする教育のあり方を含意します。

　嚆矢となったのは米国政府が初中高等教育から生涯教育に

至るまでのSTEM教育推進を強力に打ち出したことでした。複

雑になった社会において今後も米国がリーダーであり続けるた

めには問題解決力やエビデンスに基づいた分析力などが若者

に必要であり、各分野を統合して教えることを求めています。

数値目標として2020年までにSTEM分野の大学卒業生を

100 万人増加させる、高等学校までにSTEM教育経験のある

若者を50％増加させるなどを掲げ、各種の施策が組まれてい

ます。

　オバマ前大統領が2009年にSTEM教育を演説に取り上げ

て以降は諸外国がこの用語を使いだしており、日本もその１つ

です。それらの国々は以前から科学技術教育や科学技術人材

育成をそれぞれに謳っていたことから、STEM教育という用語

に飛びつく背景に現状の閉塞感や打開への期待が感じられま

す。例えば日本の高等教育では、様々な要素がSTEM教育の名

のもとに語られます。文系のための理数教育も、文理融合の理

数教育も、高校物理未履修（主に生命系）の理工系学生の教育

も、工学教育・技術者教育も、という具合です。

　様々な要素を１つの用語で括る必要性を挙げるとすれば「社

会の中の科学技術」を指摘することができます。一市民として

科学技術と適切に付き合えること、科学技術の専門家として社

会への影響を見極めてよい製品・サービスを提供できること、

そのための専門家と市民のコミュニケーションのあり方などが

この概念に包括されるからです。すでにある多様な授業実践を

もとに、STEM教育の具体的な課題に取り組んでいく時期にき

ています。　　　　　　　　　　　　　　　　（齋藤芳子）

Higher Education Glossary
高等教育にまつわる用語集

　
今
日
の
米
国
の
大
学
で
は
、
高
騰

す
る
授
業
料
問
題
が
話
題
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
背
景
の
1
つ
に
人
件
費

の
高
騰
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
多
く

の
大
学
で
教
員
人
件
費
が
抑
制
さ

れ
、
非
常
勤
教
員
比
率
が
上
が
る
中

で
、
職
員
人
件
費
が
上
昇
し
て
い
る

と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
近
年
の

こ
う
し
た
傾
向
に
対
し
て
、
学
部
所

属
の
教
員
か
ら
は
強
い
批
判
が
あ
り

ま
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
職
員
人

件
費
が
膨
ら
ん
で
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
か
。
2
0
1
7
年
5
月
の
米
国
高

等
教
育
専
門
誌
「
ク
ロ
ニ
ク
ル
・
オ

ブ
・
ハ
イ
ヤ
ー
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
で
は
、
5
つ
の
要
因
が
あ
る
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
1
つ
め
は
、
学
生
や
保
護
者
が
大

学
に
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
の
期
待
水
準

が
上
が
っ
て
い
る
点
で
す
。
豊
富
な

奨
学
金
、
近
代
的
な
学
生
寮
、
多
様

な
学
外
実
習
や
留
学
の
機
会
、
心
的

不
調
を
含
む
健
康
管
理
支
援
、
有
名

な
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
な
ど
の
期
待

が
、
専
門
職
員
と
そ
の
管
理
職
の
需

要
を
高
め
て
い
る
と
指
摘
し
ま
す
。

　
2
つ
め
は
、
依
存
的
で
学
習
準
備

が
不
足
し
た
学
生
の
増
加
で
す
。
こ

う
し
た
学
生
の
増
加
は
在
学
率
や
卒

業
率
が
下
が
る
こ
と
に
つ
な
が
る
た

め
、
大
学
は
履
修
指
導
や
学
習
支
援

を
手
厚
く
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
対
応
と
し
て
よ
り
専
門
的
な
部

署
が
増
設
さ
れ
、
専
門
職
員
や
管
理

職
員
が
増
え
ま
す
。

　
3
つ
め
は
、
公
的
資
金
収
入
が
減

る
中
で
、
寄
付
金
収
入
や
事
業
収
入

を
得
る
必
要
性
で
す
。
こ
れ
ら
の
仕

事
に
従
事
す
る
部
署
や
職
員
が
新
た

に
増
え
る
こ
と
も
、
職
員
人
件
費
の

増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
4
つ
め
は
、
社
会
へ
の
説
明
責
任

の
高
ま
り
で
す
。
近
年
の
米
国
で
は

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
犯
罪
や
人
権
侵

害
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
訴
訟
対

応
や
イ
ン
シ
デ
ン
ト
対
応
の
た
め
に

専
門
の
部
署
や
職
員
を
置
く
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
5
つ
め
は
、
先
の
よ
う
な
4
つ
の

要
因
で
新
た
な
組
織
が
作
ら
れ
る

と
、
1
人
の
管
理
職
が
担
当
す
る
下

部
組
織
が
多
く
な
る
た
め
、
中
間
的

な
管
理
職
を
置
く
対
応
が
さ
れ
る
こ

と
で
す
。
た
と
え
ば
、
学
長

（C
h
a
n
c
e
llo
r

）
や
筆
頭
副
学
長

（P
ro
v
o
s
t

）
の
周
囲
に
、V
ic
e
 

C
h
a
n
c
e
l
l
o
r

、V
i
c
e
 

P
r
o
v
o
s
t

、A
s
s
o
c
ia
t
e
 

P
ro
v
o
s
t

、A
s
s
is
ta
n
t 
V
ic
e
 

C
h
a
n
c
e
llo
r

な
ど
の
職
が
増
え
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
官
僚
制
そ
の

も
の
が
官
僚
制
を
よ
り
強
化
す
る
問

題
で
す
。

　
米
国
の
あ
る
教
員
は
、
教
員
組
織

と
大
学
上
層
部
は
日
常
的
な
接
点
が

少
な
い
一
方
、
職
員
組
織
は
頻
繁
に

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
た
め
、
優
先
的

に
人
材
が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
批
判

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
米
国
の
経

験
は
、
大
学
全
体
の
収
入
が
減
る
中

で
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
優
先
的
に

置
く
べ
き
か
を
考
え
る
契
機
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
　
　 

（
中
島
英
博
）
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米
国
の
大
学
で
職
員
人
件
費
を

　
　
　
　
　
高
騰
さ
せ
る
5
つ
の
要
因


